
　このように、ごみとして排出されている物の中にはまだまだ資源化できるものが含まれています。

　一般廃棄物最終処分場に集められた燃やせるごみの組成は、紙・布類は約５９％で最も多く、次いで

その他が約１７％（その内、資源ごみが約７％含まれています。）で、この２組成で約８割を占めています。

　また、燃やせないごみの組成は、資源ごみが約４６％で最も多く、次いで可燃物類が約２１％であり、

この２組成で約７割を占めています。
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